
	

泌尿器外科 / 犬・猫	

尿管結石手術（尿管切開術）	

	

対象	
犬・猫	

手術時間	
90～180 分	

入院	
3～5泊	

麻酔	
全身麻酔	

	

■ どんな手術？	

尿管に詰まった結石を外科的に取り除く手術です。当院では尿管を切開して結石を直接取り出す「尿
管切開術」で対応します。猫で有効性の高い「SUB（皮下尿管バイパス：詰まった尿管を迂回する人
工バイパス）」は当院では行っていないため、必要な場合は専門施設をご紹介します。術前のCT評
価が重要です（CT撮影は専門施設をご案内します）。	

■ この手術が必要なとき	

・尿管の完全・不完全閉塞（詰まり）	
・内科的に溶かすのが難しい結石（シュウ酸カルシウム等）	
・腎機能の低下を伴う尿管閉塞	
・腎盂が高度に拡張している（水腎症）	

■ 手術の流れ	

① 結石の位置・腎機能を評価します（CT撮影は専門施設をご紹介します）	
② 全身麻酔をかけ、開腹します	
③ 閉塞部の尿管を切開して結石を摘出します	
④ 尿管を縫合します	
⑤ 腹腔を閉じ、術後は点滴で腎機能を管理します	
⑥ SUBが必要な症例は専門施設をご紹介します	

■ 麻酔について	

全身麻酔で行います。手術前に血液検査などで全身状態を確認し、麻酔のリスクを評価したうえで実
施します。手術中はモニターで呼吸と循環を継続的に管理します。	

■ 入院・退院の目安	

術後 3～5日は入院し、腎機能をモニタリングします。	

■ 術後のケア	

・療法食の継続と水分摂取の管理を行います	
・定期的なエコー・血液検査を行います	
・SUBを設置した場合は専門施設で定期的なフラッシュが必要です	



■ 起こりうるリスク・合併症	

・尿漏れ・尿腹（尿管縫合の問題）	
・再閉塞（結石の再発）	
・腎機能の回復が不十分なことがあります	
・（SUB設置例）チューブの感染・詰まり	

■ よくある質問	

Q. SUBとは何ですか？	
A. 詰まった尿管を迂回するシリコン製の人工バイパスです。小さな結石が多い猫に有効ですが、当
院では行っていないため、必要な場合は専門施設をご紹介します。	
Q. 腎機能は回復しますか？	
A. 早期に閉塞を解除できれば回復することがあります。閉塞の期間が長いほど回復が難しくなりま
す。	
Q. CTはどこで撮りますか？	
A. 当院では行えないため、専門施設をご案内します。尿管結石の評価に重要な検査です。	

■ なつ動物病院での対応について	

なつ動物病院 気になることがあれば、予約外でもお気軽にご来院ください	
	

なつ動物病院 気になることがあれば、予約外でもお気軽にご来院ください	
	


